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安茂里地区
世帯数と人口
（10月１日現在）

世帯数
総人口
男
女

9,078戸
21,100人
10,114人
10,986人

杏仁

　
安
茂
里
地
区
に
所
在
も
し
く
は

通
学
区
と
し
て
い
る
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、

一
般
の
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
を
対
象
に
し
て
、
音
楽
を
通

じ
て
世
代
を
超
え
る
交
流
と
、
ま

だ
楽
器
や
音
楽
に
慣
れ
親
し
ん
で

い
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
音
楽
が
持
つ
素
晴
ら
し
さ

を
地
域
住
民
と
共
有
し
、
元
気
で

明
る
い
活
発
か
つ
健
全
な
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
文

化
芸
術
活
動
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
毎
年
継
続
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
安
茂

里
地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
協
力

の
も
と
に
２
０
１
６
年
に
開
催
さ

れ
、
今
年
で
第
３
回
目
に
な
り
ま

す
。

　
今
年
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
団

体
は
、
松
ヶ
丘
保
育
園
鼓
笛
隊
、

裾
花
ポ
プ
ラ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、

安
茂
里
小
学
校
合
唱
団
、
松
ヶ
丘

小
学
校
合
唱
団
、
裾
花
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
長
野
吉
田
高
校
吹
奏
楽

班
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
（
オ
ー

ボ
エ
・
ピ
ア
ノ
演
奏
）
、
安
茂
里

吹
奏
楽
団
。

　
今
年
は
新
た
に
松
ヶ
丘
小
学
校

合
唱
団
と
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
々
入
場
者
も
増
え
て
き
て
お

り
、
今
年
は
入
場
者
だ
け
で

６
０
０
人
、
出
演
者
３
０
０
人
を

加
え
る
と
約
１
，
０
０
０
人
に
達

す
る
勢
い
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
出
演
者
と
入
場
者
の
行
き
来

が
廊
下
階
段
一
本
と
い
う
こ
と
で

大
変
混
雑
し
、
危
険
な
状
態
で
す
。

そ
の
た
め
来
年
は
試
行
的
に
も
っ

と
広
い
場
所
で
の
開
催
も
考
え
て

い
ま
す
。
安
茂
里
地
区
の
皆
様
に

は
若
干
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
音
楽
環
境
が
整
っ
た
素
晴
ら

し
い
会
場
で
の
演
奏
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
々
充
実
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。（
文
・一
由
和
明
）

　
「
彼
岸
花
」
と
は
、

よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。

毎
年
決
ま
っ
て
秋
の

お
彼
岸
頃
に
な
る
と
、

線
香
花
火
の
よ
う
な

真
っ
赤
な
花
が
野
山

に
咲
き
乱
れ
る
。
別
名
曼
殊
沙
華

（
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
）
と
も
言
わ
れ

る
こ
の
花
は
、
墓
地
や
田
畑
の
土

手
に
植
え
ら
れ
、
一
見
不
吉
な
花

と
も
見
ら
れ
が
ち
。
花
が
咲
い
た

後
に
葉
が
出
る
普
通
の
植
物
と
は

生
長
が
逆
で
、
墓
地
に
群
生
す
る

こ
と
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
う
さ

せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
全
草
に

毒
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
付
き
難

い
花
で
も
あ
る
。
▼
こ
の
花
が
な

ぜ
墓
地
に
咲
い
て
い
る
の
か
と
い

う
と
、
土
葬
の
昔
は
仏
様
を
モ
グ

ラ
や
ネ
ズ
ミ
が
食
い
荒
ら
さ
な
い

よ
う
近
く
に
毒
花
を
植
え
た
と
か
、

田
畑
の
土
手
を
モ
グ
ラ
に
荒
ら
さ

れ
な
い
た
め
と
も
い
う
。
ま
た
飢

饉
の
年
に
は
水
に
よ
く
晒
し
て
飢

え
を
し
の
ぐ
救
荒
食
と
し
、
普
通

の
場
所
以
外
に
植
え
た
と
い
う
話

も
伝
わ
る
。
▼
今
夏
の
酷
暑
の
後

は
雨
続
き
で
、
や
っ
と
秋
野
菜
の

段
取
り
と
な
っ
た
。
玉
ね
ぎ
や
長

ね
ぎ
の
種
蒔
用
の
地
作
り
に
取
り

掛
か
る
と
、
長
ね
ぎ
は
「
彼
岸
ネ

ギ
」
と
い
っ
て
そ
の
頃
に
蒔
く
の

が
良
い
、
と
古
老
か
ら
教
わ
っ
た
。

11
月
上
旬
に
は
長
ね
ぎ
の
針
の
よ

う
な
芽
が
、
順
調
に
育
っ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

200人の合同演奏「星条旗よ永遠なれ」

安茂里音楽祭
ふれあいコンサート

安茂里地区を音楽で触れる地域に！
子供たちが音楽の素晴らしさを体感できる

コンサートを目指して！

裾花ポプラマーチングバンド

松ヶ丘保育園鼓笛隊



第 441 号 （2）安 茂 里 公 民 館平成 30 年 11 月 1 日

　
か
つ
て
養
蚕
は
、
農
家
に
と
っ

て
現
金
を
得
る
た
め
の
大
切
な
収

入
源
で
あ
っ
た
。
安
茂
里
地
区
も

桑
畑
が
広
が
り
盛
ん
に
飼
育
さ
れ
、

秋
に
は
収
穫
の
お
祝
い
が
各
地
域

で
な
さ
れ
た
。
畑
作
中
心
の
平
柴

地
区
で
も
戦
後
ま
も
な
く
ま
で
は

養
蚕
が
盛
ん
で
、
阿
弥
陀
寺
上
の

高
台
に
大
正
三
年
建
立
の
蚕
神
様

（
か
い
こ
が
み
さ
ん
）
の
祠
を
祀
り
、

毎
年
10
月
第
一
土
曜
日
に
祭
り
を

し
て
き
た
。

　
平
柴
は
上
か
ら
弥
勒
寺
・
中
・

当
（
と
う
）・
中
屋
敷
・
夏
目
ケ
原

の
５
組
に
分
か
れ
、
現
在
も
獅
子

舞
を
奉
納
し
て
い
る
の
は
弥
勒
寺

組
と
当
組
の
み
で
あ
る
が
、
か
つ

て
は
５
組
そ
れ
ぞ
れ
が
祀
っ
て
い

た
と
い
う
。
弥
勒
寺
組
の
場
合
も
、

戦
時
中
一
時
途
絶
え
た
が
戦
後
ま

も
な
く
復
活
し
、
現
在
は
天
神
祭

り
と
呼
ん
で
引
き
継
い
で
い
る
。

道
中
の
お
囃
子
の
太
鼓
、
笛
は
子

ど
も
達
が
中
心
で
、
獅
子
舞
の
三

番
叟
は
５
・
６
年
生
の
男
子
が
本

祭
と
蚕
神
様
の
祭
り
に
舞
う
。
今

年
の
三
番
叟
は
安
茂
里
小
学
校
５

年
の
西
村
奏
人
君
と
山
王
小
学
校

5
年
の
藤
原
琢
己
君
が
立
派

に
舞
い
納
め
た
。

　
夕
飯
後
、
神
楽
が
公
民
館

か
ら
蚕
神
様
を
祀
る
高
台
ま

で
上
り
、
祠
前
で
獅
子
舞
奉

納
と
な
る
。
子
ど
も
の
三
番

叟
に
続
き
大
人
の
本
舞
が
終

わ
る
と
下
山
し
、
阿
弥
陀
寺

本
堂
内
で
舞
い
、
地
元
に
大

変
寄
与
さ
れ
た
藤
原
銀
次
郎

氏
を
祀
っ
た
道
祖
神
碑
前
で

舞
っ
た
後
、
組
内
中
央
の
桶
池
（
と

よ
の
い
け
）
前
で
舞
う
。
阿
弥
陀
寺

で
は
、
参
加
者
に
酒
と
繭
玉
団
子

が
振
る
舞
わ
れ
る
。
ま
た
今
年
新

築
し
た
二
軒
の
家
に
も
舞
い
込
み
、

当
家
の
繁

栄
と
安
泰

願
っ
て
獅

子
を
舞
っ

て
祭
は
終

わ
り
と
な

る
。

　
安
茂
里
公

民
館
事
業
を

推
進
す
る
に

当
た
り
、

色
々
な
面
で
関
係
が
強
い
教
育
文

化
部
会
の
意
見
が
必
要
と
の
指
摘

が
昨
年
度
の
住
自
協
役
員
会
で
出

さ
れ
、
教
育
文
化
部
会
長
の
立
場

で
大
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
１
年
目
の
昨
年
度
は

公
民
館
職
員
が
全
員
新
し
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
事
業
は
前
年
踏

襲
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
の

で
、
教
育
文
化
部
会
も
同
様
に
新

し
い
事
業
は
実
施
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
し
か
し
、
２
年
目
と
な
る
平
成

30
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
を
し

て
行
く
必
要
が
あ
り
、
30
年
度
の

事
業
計
画
作
成
に
は
苦
労
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
特
に
予
算
の
大
幅

増
が
出
来
な
い
中
で
、
新
規
事
業

は
教
育
文
化
部
会
と
の
共
催
と
し

て
計
画
し
、
極
力
経
費
削
減
の
努

力
も
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

①
　
館
報
作
成
研
修
（
館
報
作
成

担
当
者
向
け
）

②
　
地
域
公
民
館
長
研
修
会

③
　
現
役
世
代
向
け
講
座

等
を
共
催
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
次
年
度
に

生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
運
営
委
員
会
と
し
て
、

課
題
で
あ
る
、

①
　
構
成
団
体
等
の
事
務
局
業
務

の
移
管

②
　
公
民
館
利
用
者
の
要
望
収
集

③
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

に
つ
い
て
分
科
会
方
式
で
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
住
自

協
役
員
会
及
び
安
茂
里
公
民
館
に

提
言
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
住
民
や
長
野
市
民
に
と
っ
て

使
い
易
い
安
茂
里
公
民
館
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
、
運
営
委
員
を
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。

蚕神様

神楽のお囃子

紅白の繭玉団子

公
民
館
運
営
委
員
会
か
ら
⑤

運
営
委
員
に

　
　
　
任
命
さ
れ
て

　

副
委
員
長
　
松
本
　
裕
文

子どもの三番叟大人の本舞

平
柴
弥
勒
寺
組
の

蚕
神
祭
り

館報作り研修
33333333333333333333333333333333
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区
を
越
え
て
交
流
・
親
睦

　
　
　
小
市
公
民
館
長

　
喜
多
　
英
之

　
旧
村
の
面
影
を
残
す
地
域
と
、

比
較
的
新
し
い
戸
建
て
団
地
や
ア

パ
ー
ト
が
建
つ
地
域
が
混
在
す
る

小
市
区
で
は
、
公
民
館
は
区
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
公

民
館
活
動
以
外
に
も
、
区
の
行
事

や
神
楽
囃
子
保
存
会
、
若
者
連
、

各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
所
と
し

て
多
く
の
区
民
が
利
用
し
て
い
ま

す
。

　
公
民
館
役
員
は
40
歳
代
か
ら
50

歳
代
の
15
人
が
担
っ
て
い
ま
す
。

「
壮
年
部
」
と
も
い
え
る
現
役
世

代
が
担
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

２
年
前
に
は
公
民
館
活
動
50
周
年

を
祝
賀
す
る
記
念
式
典
・
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
、
記
念
誌
も
発
刊

し
ま
し
た
。

　
公
民
館
の
行
事
は
、
安
茂
里
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
へ
の
参
加
、
小
市

南
団
地
と
共
同
で
開
く
盆
踊
り
大

会
、
小
市
４
区
が
主
催
す
る
区
民

運
動
会
が
毎
年
の
柱
と
な
り
、
２

年
に
１
回
は
小
市
独
自
に
文
化
芸

能
祭
も
開
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
４
地
区
運
動
会
は
、
少

子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
て
参
加

者
が
年
々
減
っ
て
い
く
な
か
、
今

ま
で
の
４
区
対
抗
で
得
点
を
競
い

合
う
方
式
か
ら
、
２
地
区
ず
つ
が

紅
組
・
白
組
を
つ
く
る
紅
白
対
抗

戦
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
区
を
越

え
て
交
流
す
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
現
状
で
、
４
地
区
運

動
会
は
今
後
も
交
流
と
親
睦
の
場

と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
全
世
代
の
盛
り
上
が
り
を
！

　
　
　
小
柴
見
公
民
館
長

佐
藤
　
重
房

　　
小
柴
見
公
民
館
は
、
毎
年
様
々

な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
茂
里
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
は
、

野
球
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
等
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
あ
げ
て

毎
年
沢
山
の
方
々
の
応
援
に
も
熱

が
入
り
ま
す
。
そ
し
て
区
民
ふ
れ

あ
い
旅
行
。
今
年
は
、
東
京
見
学

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
明
治
神
宮
、

築
地
、
浅
草
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
回
り
ま
し
た
。
バ
ス
の
中

で
は
カ
ラ
オ
ケ
で
す
ご
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
築
地
で
食
べ
た
お

寿
司
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
７

月
に
は
最
大
の
行
事
、
納
涼
パ
ー

テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
あ

め
・
か
き
氷
・
や
き
と
り
・
や
き

そ
ば
等
を
皆
で
手
作
り
し
て
い
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
釣
り
・
射

的
に
は
行
列
が
出
来
ま
す
。
９
月

に
は
区
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
し
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
・
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
一
年
お
き
に

行
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
行
事
を

世
代
間
交
流
行
事
と
し
て
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
の
行
事
予
定
は
、
も
ち
つ

き
大
会
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
・
文

化
芸
術
祭
と
続
き
ま
す
。
文
化
芸

術
祭
は
今
年
30
回
を
迎
え
ま
す
。

　
小
柴
見
で
は
世
代
を
問
わ
ず
、

全
て
の
行
事
に
楽
し
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
行
事
を
通
し
て
区
民

の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
全
世
代
で

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
盛
り
上
が
る

　
　
元
旦
区
民
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

　
　
　
小
路
公
民
館
長

　
住
澤
　
敏
明

　
小
路
公
民
館
は
、
区
民
の
皆
様

と
共
に
、
主
に
文
化
的
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
５
月
の
安
茂

里
地
区
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
へ
の
参

加
に
始
ま
り
、
８
月
に
は
、
西
河

原
区
の
皆
様
と
合
同
の
盆
踊
り
大

会
主
催
、
11
月
の
文
化
祭
開
催
、

新
年
元
日
の
区
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

等
を
参
加
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

特
に
区
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
は
、
安

茂
里
地
区
の
中
で
も
特
色
あ
る
行

事
と
し
て
区
民
の
皆
様
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
小
路
公
民
館

を
ス
タ
ー
ト
し
て
犀
川
神
社
を
折

り
返
し
て
小
路
公
民
館
ま
で
の
マ

ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
す
。
近
年
は
、

幼
児
、
小
学
生
の
子
ど
も
さ
ん
の

参
加
も
増
え
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま

す
。
マ
ラ
ソ
ン
の
後
に
は
賞
状
、

賞
品
授
与
も
行
っ
て
い
て
、
参
加

者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
は
、
小
路
公
民
館
発

足
五
十
周
年
の
記
念
年
に
な
り
ま

し
た
。
い
く
つ
か
の
記
念
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
ひ

と
つ
に
、
三
十
五
周
年
記
念
事
業

と
し
て
行
っ
た
、
区
民
の
皆
様
の

記
念
の
品
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

入
れ
公
民
館
が
保
管
し
、
五
十
周

年
度
に
開
封
す
る
と
い
う
事
業
に

今
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
て
、

ど
ん
な
展
開
に
な
り
ま
す
や
ら
、

公
民
館
役
員
一
同
記
念
事
業
に
参

加
で
き
る
喜
び
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
行
事
も
、
区
民
の
皆

様
の
参
加
、
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
団
結
力
が
あ
る
区
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
公
民
館だよ

り
③

小市４地区運動会で「ムカデ競争」

はっけよい、のこった！のこった！

区民元旦マラソン
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生
活
文
化
講
座

◎
四
季
の
和
菓
子
作
り
④
（
春
）

　
日
　
時
　
12
月
3
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
定
　
員
　
24
名

　
材
料
費
　
５
０
０
円

　
申
　
込
　
11
月
13
日（
火
）～

◎
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
楽
し
む
②

　
日
　
時
　
12
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

　
定
　
員
　
20
名

　
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円

　
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

　
　
　
　
　
花
バ
サ
ミ
、
軍
手
、

　
申
　
込
　
11
月
28
日（
水
）～

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
に
て

◎
安
茂
里
の
歴
史
・
文
化
を
訪
ね
て

　
　
　
～
大
門
の
数
珠
回
し
～

　
日
　
時
　
2
月
2
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
8
時
50
分
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
1
月
11
日（
金
）～

　
な
か
よ
し
広
場

◎
楽
し
く
遊
ぼ
う

④
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ご
っ
こ
」

　
　
　
11
月
７
日（
水
）

⑤
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　
　
　
12
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
各
回
午
前
10
時
～

　
杏
の
里
教
室

◎
映
画
を
楽
し
む

　
日
　
時
　
12
月
4
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
8
月
19
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
本
大
会
も
、
今
年
で
19
回
を
迎

え
た
。
50
名
程
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
猛
暑
の
中
、
真
剣
な
対
局
が

行
わ
れ
た
。

　
終
局
が
近
づ
い
て
く
る
と
対
戦

者
の
ま
わ
り
に
人
が
集
ま
っ
て
来

て
、
対
戦
を
見
つ
め
る
人
達
に
も

力
が
入
っ
て
い
た
。

将
棋
の
部
　
優
勝
者

　
・
二
段
以
下
　
中
村
　
福
雄

　
・
三
～
五
段
　
庄
村
　
俊
一

　
・
四
～
五
段
　
寺
島
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

囲
碁
の
部
　
優
勝
者

　
・
二
段
以
上
　
栗
原
　
孝
明

　
・
二
段
以
下
　
竹
村
　
芳
夫

第
18
回
安
茂
里
地
区

囲
碁
将
棋
ま
つ
り

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

　　
菅
平
高
原
の

　
　
　
植
物
を
訪
ね
て

　
８
月
22
日
下
界
の
猛
暑
を
よ
そ

に
、
菅
平
高
原
ダ
ボ
ス
の
丘
で
の

植
物
観
察
会
が
行
わ
れ
た
。
県
環

境
保
全
研
究
所
関
連
の
川
上
美
保

子
・
浦
山
佳
恵
両
先
生
の
指
導
の

下
、
キ
キ
ヨ
ウ
や
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ

ナ
な
ど
、
一
足
早
い
初
秋
の
草
花

を
愛
で
る
こ
と
が
出
来
た
。
平
地

に
比
し
て
亜
高
山
帯
の
丈
の
短
い

草
花
の
一
つ
一
つ
丁
寧
な
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
高
原
の
爽
や
か
な

空
気
を
一
杯
吸
え
た
講
座
と
な
っ

た
。

　
と
き
め
き
の
あ
る
生
活

　
　
　 

～
ジ
ャ
ズ
の
調
べ
～

　
９
月
５
日
飯
綱
町
の
阿
弥
陀
寺

住
職
久
遠
峰
志
住
職
に
よ
る
、

ジ
ャ
ズ
の
調
べ
が
開
か
れ
た
。
新

企
画
の
講
座
で
は
、
住
職
の
講
話

の
合
間
に
サ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
や
歌
謡
曲
が
流
れ
、
午
後
の
ひ

と
時
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が

過
ご
せ
た
。
新
聞
の
声
欄
に
寄
せ

ら
れ
た
人
々
の
想
い
や
願
い
を
拾

い
上
げ
な
が
ら
、
人
生
と
き
め
き

の
あ
る
生
活
を
大
切
に
し
て
過
ご

そ
う
と
話
さ
れ
た
。

　
川
崎
中
島
合
戦
に

　
　
　
　
　
い
ざ
出
陣
！

　
９
月
22
日
の
川
中
島
合
戦
に
関

係
し
た
講
座
で
は
、
合
戦
話
を
別

の
視
点
か
ら
と
ら
え
た
市
立
博
物

館
の
特
別
展
を
見
学
し
、
樋
口
明

里
学
芸
員
の
説
明
で
学
ん
だ
。
合

戦
で
の
武
田
信
玄
や
上
杉
謙
信
を

は
じ
め
と
す
る
登
場
人
物
が
、
悲

劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
芝
居
の
世

界
で
は
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
で
語

り
継
が
れ
、
後
世
民
衆
の
心
を
捉

え
て
き
た
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た

信
玄
の
弟
武
田
信
繁
が
討
死
し

弔
っ
た
典
厩
寺
を
見
学
し
、
県
立

歴
史
館
で
は
信
玄
が
部
下
の
戦
功

を
褒
め
た
た
え
た
貴
重
な
「
感

状
」
を
、
小
野
和
英
課
長
、
村
石

正
行
専
門
主
事
の
説
明
の
も
と
直

に
見
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
川
中
島
合
戦
見
学
講

座
と
な
っ
た
。

豊
か
な
生
活
育
て
ま
し
ょ
う

安
茂
里
公
民
館
２
２
６
―
４
０
５
９

公
民
館
講
座

　
　
の
紹
介

菅平高原ダボスの丘で

ジャズの調べ

市立博物館にて「感状」県立歴史館にて
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